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友人との接触場所として病院を利用する高齢者の特徴
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目的　本研究の目的は，「病院のサロン化」の意味や背景を検討する資料とするため，第1に病

院への通院が友人との接触にどのような影響を与えているのか，第2に他に接触の場がない

から，その代替として病院を利用しているのか，それとも病院での接触は他では代替できな

い独自の役割をもっているのかを解明することにある。

方法　分析データは1996年に実施した全国高齢者調査に基づいている。分析対象者は2,447人で

あった。①病院への通院が友人の有無に与える影響：友人の有無を従属変数に，独立変数に

病院への定期通院の有無，年齢，性，漫性疾患の有無，日常生活動作障害の有無を投入し，

ロジスティック回帰分析を行った。さらに日常生活動作の障害と病院への定期通院との交互

作用項を投入し，障害のある人で特に病院への通院が友人の有無に強く影響するか否かを分

析した。②病院と他の接触の場の利用との関係：対応分析に加えて，病院で友人と接触する

か否かを従属変数に，他の場所での接触の有無，性，年齢，慢性疾患の有無，日常生活動作

障害の有無を独立変数としたロジスティック回帰分析を行った。さらに，他の場所での接触

と日常生活動作障害の有無との交互作用項を投入し，障害の有無によって病院と他の接触の

場所との関係が異なるか否かを分析した。③病院と診療所・医院の比較：診療所・医院で友

人と接触している高齢者について，②の分析を行い，病院との違いを検討した。

結果　1.　病院に定期に通院するか否によって友人の有無に有意差はみられなかった。しかし，

病院への定期通院と日常生活動作障害との間に10％有意水準で交互作用がみられ，障害があ

っても病院に通院している人では，友人をもつ人の割合が高かった。

　2.　対応分析の結果では「病院」で友人と接触している人は「老人福祉会館」や「地域集

団」で接触している人の特性に近かった。ロジスティック回帰分析の結果では，「病院」で

友人と接触している人は，「地域集団」，「老人福祉会館」あるいは「電話や手紙」で友人と

接触する割合が高かった。

　3.　対応分析とロジスティック回帰分析の結果は，「診療所・医院」で友人と接触している

人においてもほぼ共通して観察された。

結論　本研究では，日常生活動作に障害があり，外出が制限されている人の場合には，病院への

定期通院が友人との接触を維持する場となっていること，他に接触の場がないため，その代

替として病院を利用している可能性は低いこと，友人との接触の場としては，病院も診療

所・医院も共通する特性をもっていることが示唆された。
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